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精神看護学特論Ⅰ

精神看護学特論Ⅱ

地
域
・
国
際
・
精
神
看
護
学
領
域

地域・国際看護学特論

地域・国際看護学援助特論

地域・国際看護学演習Ⅰ

地域・国際看護学演習Ⅱ

精神看護学演習Ⅰ

精神看護学演習Ⅱ

精神看護学特別研究

地域・国際看護学特別研究

臨床推論入門

高度実践臨床薬理学

母子看護学支援特論

小児保健・看護学演習Ⅰ

周麻酔期看護学課題研究

小児保健・看護学特別研究

リプロダクティブ・ヘルス看護学演習Ⅰ

リプロダクティブ・ヘルス看護学演習Ⅱ

周麻酔期看護学演習Ⅰ

周麻酔期看護学演習Ⅱ

小児保健・看護学演習Ⅱ

分
野
共

通
科
目

看護理論

看護研究

看護管理
看
護
教
育
学
・
基
礎

看
護
学
領
域

母子看護学特論

看護教育学・基礎看護学特論

看護教育学・基礎看護学特別研究

母
子
看
護
学
領
域

成人看護学方法特論

成人看護学演習Ⅰ

成人看護学演習Ⅱ

成人看護学特別研究

老年看護学演習Ⅰ

老年看護学演習Ⅱ

看護教育学・基礎看護学演習Ⅰ

看護教育学・基礎看護学演習Ⅱ

周麻酔期看護学実習Ⅰ

周麻酔期看護学実習Ⅱ

周麻酔期看護学特論Ⅰ

周麻酔期看護学特論Ⅱ

看護教育学・基礎看護学方法特論

周麻酔期看護学特論Ⅲ

看護政策論

修士論文
コース

高度実践看護師
コース

看
護
学
分
野

※
　
高
度
実
践
看
護
師
（

周
麻
酔
期
看
護
師
）

コ
ー

ス

成
人
・
老
年
看
護
学
領
域

リプロダクティブ・ヘルス看護学特別研究

成人看護学特論

周麻酔期看護学概論

老年看護学特別研究

コンサルテーション論

老年看護学特論

老年看護学方法特論

授 業 科 目 ・ 単 位 数

医学系研究科保健学専攻（博士前期課程）

科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数

備考

専
攻
共
通
科
目

医療倫理学

研究方法論

医療情報処理科学

臨床判断解析学Ⅰ（内科系）

臨床判断解析学Ⅱ（外科系）

国際保健論

保健医療福祉システム論

社会システム論

地域の生活と福祉

単位数



必修 選択 必修 選択

1・前 2

1・後 2

2・前 4

1・前 2

2・前 4

1・後 2

2・前 4

1・前 2

2・前 4

1・後 2

2・前 4

2 10

1・前 2

1・後 4

1・前 2

1・後 4

2 10

1・後 2

2・前 4

2 10

1・後 2

2・前 4

1・後 2

2・前 4

2 10

　授業時限

 9：00～10：30

10：40～12：10

13：00～14：30

14：40～16：10

16：20～17：50

18：00～19：30

19：40～21：10

生活支援作業療法学特論

生活支援作業療法学演習

精神作業療法学特論

感染生体防御検査学演習

組織細胞病態検査学特論

６時限

７時限

※修了要件及び履修方法

１時限

２時限

　上記単位を修得し，かつ必要な論文指導を受けた上で，本大学院が行う修士論文の審査又は課題研究
の成果の審査及び最終試験に合格すること。

◎保健学専攻（博士前期課程）を修了するために必要な修得単位数は30単位以上（看護学分野の高度実
践看護師（周麻酔期看護師）コースにあっては46単位以上。）とする。保健学専攻共通科目のうちから
医療倫理学（必修）を含め６単位以上（看護学分野の高度実践看護師（周麻酔期看護師）履修者を除
く。）を選択する。各分野（コース）の修得単位数は，次のとおりとする。

○看護学分野（修士論文コース）
　専攻共通科目から６単位以上，分野共通科目から４単位以上，領域専門科目から８単位以上，特別研
究10単位。
○※看護学分野（高度実践看護師（周麻酔期看護師）コース）
　専攻共通科目及び看護学分野の専門科目から，必修科目（実習10単位，演習４単位，特別の課題研究
４単位を含む）38単位，選択科目８単位以上。
　
○検査技術科学分野
　専攻共通科目から６単位以上に加えて，指導教員の指定する専門科目（特論２単位，演習４単位，特
別研究10単位）及び必修科目の病態検査解析学（２単位）を含む24単位以上。

○理学・作業療法学分野
　専攻共通科目から６単位以上に加えて，指導教員の指定する各領域の専門科目（特論２単位，演習４
単位，特別研究10単位）を含む22単位以上。

◎各分野で指定する科目以外の残りの単位の履修については，全ての分野で，保健学専攻共通科目も含
め，他の領域における履修科目も選択の対象とする事ができる。また，４単位までは，他の専攻或いは
他の研究科の授業科目を修得できる。

精神作業療法学演習

作業療法学特別研究

理
学
・
作
業
療
法
学
分
野

理
学
療
法
学
領
域 理学療法学特別研究

機
能
障
害

学
領
域

３時限

４時限

運動器・スポーツ理学療法学演習

障害予防理学療法学特論

障害予防理学療法学演習

機能障害学特論

機能障害学演習

機能障害学特別研究

５時限

運動器・スポーツ理学療法学特論

作
業
療
法
学
領
域

備考

検
査
技
術
科
学
分
野

病
因
・
病
態
検
査
学
領
域

病態検査解析学

病態血液検査学特論

病態血液検査学演習

組織細胞病態検査学演習

科目区分

生体分子情報検査学特論

生体分子情報検査学演習

神経呼吸免疫科学特論

神経呼吸免疫科学演習

病因・病態検査学特別研究

授業科目の名称 配当年次
単位数

感染生体防御検査学特論

単位数


